
労働災害の撲滅に向けて
滝川労働基準監督署管内における令和３年の労働災害による死亡者
数は０人で、前年に比べて２人減少しました。１年間死亡労働災害の
発生が無かったのは、平成27年以来６年ぶりのことになります。
一方、死傷者数は１５９人となっており、前年に比べ８人（5.3％）

増加しました。
事故の型別では、転倒災害が最も多く、重篤な災害につながりやす

い墜落・転落災害の発生も依然として多い状況となっています。
死傷労働災害の撲滅に向けて、引き続き労働災害防止対策の徹底を

お願いします。

業 種

令和３年（確定値） 令和２年（確定値） 対前年比較

死亡者数
死傷者数
（休業４日
以上）

死亡者数
死傷者数
（休業４日
以上）

増減数
（人）

増減率
（％）

全 産 業 ０ １５９ ２ １５１ ＋８ ＋５.３

製 造 業 0 ２８ 0 ２６ ＋２ ＋７.７

建 設 業 0 ２４ ０ ２５ －１ －４.０

運輸交通業 0 １７ ０ １５ ＋２ ＋１３.３

卸売小売業 ０ ３１ １ ２４ ＋７ ＋２９.２
その他の
業種

０ ５９ １ ６１ －２ －３.３
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滝川署 令和３年死傷災害発生状況（事故の型別、全１５９件）



安 全 衛 生 教 育 の 実 施
春は労働者を新規に雇い入れたり、配置転換等によって

作業内容が変更になることが多い時期です。
そのような場合には、対象となる労働者の方に対して、

安全衛生教育を行うことが必要です。
教育すべき内容は以下のとおりです。

（労働安全衛生規則第35条）

１ 機械等、原材料等の危険性又は有害性及びこれら
の取扱い方法に関すること。

２ 安全装置、有害物抑制装置又は保護具の性能及び
これらの取扱い方法に関すること。

３ 作業手順に関すること。
４ 作業開始時の点検に関すること。
５ 当該作業に関して発生するおそれのある疾病の原因
及び予防に関すること。

６ 整理、整頓及び清潔の保持に関すること。
７ 事故時等における応急措置及び退避に関すること。
８ そのほか、当該業務に関する安全又は衛生のために
必要な事項

北海道労働局のホームページに滝川労働基準監督署か
らのお知らせとして、当署で作成したリーフレット等
を掲載しています。以下から閲覧できますのでご活用
ください。
北海道労働局ＨＰ（ホーム）＞ニュース＆トピックス
＞労働基準監督署からのお知らせ＞滝川労働基準監督
署からのお知らせ（https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-
roudoukyoku/news_topics/kantokusho_oshirase_0005_0
7.html）

滝川労働基準監督署では、あんぜんプロジェ
クトへの参加登録を勧奨しています。

労働災害は、業務に対する知識や経験が不足
しているために発生していることが多いので、
安全衛生教育は必ず実施してください。

https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-

